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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月27日(2013.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管腔内を撮像した管腔内画像の画素値または周辺画素に対する画素値変化の情報をもと
に、内部の画素値が撮像対象の３次元形状に対応していない分類対象領域の候補領域を抽
出する領域抽出部と、
　前記候補領域の内部、前記候補領域の境界部、または前記候補領域の周辺部の画素値を
もとに、前記候補領域の中から前記分類対象領域を分類する領域分類部と、
　を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記領域分類部は、前記候補領域の周辺部の画素値によって表される前記候補領域の曲
面形状の連続性をもとに、前記候補領域の中から前記分類対象領域を分類することを特徴
とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記領域分類部は、
　前記候補領域を挟んで対向する少なくとも２つの領域周辺部の画素値によって表される
前記候補領域の曲面形状に対して関数近似を行う周辺領域関数近似部と、
　前記２つの領域周辺部に対する関数近似結果を比較することによって前記２つの領域周
辺部間の連続性を判定する周辺連続性判定部と、
　を備え、前記周辺連続性判定部による判定結果をもとに前記分類対象領域を分類するこ
とを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記領域分類部は、前記候補領域の境界部の画素値変化の急峻性をもとに、前記候補領
域の中から前記分類対象領域を分類することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置
。
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【請求項５】
　前記領域分類部は、
　前記候補領域の境界部の画素に対して１次微分フィルタを適用し、１次微分値を算出す
る１次微分算出部と、
　前記候補領域の境界部の画素の１次微分値をもとに、前記候補領域の境界部の画素値変
化の急峻性を判定する境界急峻性判定部と、
　を備え、前記境界急峻性判定部による判定結果をもとに前記分類対象領域を分類するこ
とを特徴とする請求項４に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記領域分類部は、前記候補領域の内部の画素値によって表される前記候補領域の曲面
形状の凹凸情報および滑らかさをもとに、前記候補領域の中から前記分類対象領域を分類
することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記領域分類部は、
　前記領域抽出部によって抽出された前記候補領域の内部の画素に対して２次微分フィル
タを適用し、２次微分値を算出する２次微分算出部と、
　前記候補領域の内部の画素の２次微分値の符号をもとに、前記候補領域の内部の画素の
画素値によって表される前記候補領域の曲面形状の凹凸を判定する内部凹凸判定部と、
　前記候補領域の内部の画素の２次微分値の絶対値をもとに、前記候補領域の内部の画素
の画素値によって表される前記候補領域の曲面形状の滑らかさを判定する内部平滑性判定
部と、
　を備え、前記内部凹凸判定部および前記内部平滑性判定部による判定結果をもとに前記
分類対象領域を分類することを特徴とする請求項６に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記分類対象領域以外の領域において、生体内における吸収または散乱の度合いに応じ
て特定される特定波長成分の画素値を算出する画素値算出部と、
　前記画素値算出部によって算出された前記特定波長成分の画素値をもとに、前記分類対
象領域の画素値を補完する画素値補完部と、
をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記管腔内画像は、複数の波長成分から構成され、
　前記画素値算出部は、前記複数の波長成分または前記複数の波長成分を変換して得られ
る波長成分の中から前記特定波長成分を選択する特定波長成分選択部を備えることを特徴
とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記管腔内画像は、複数の波長成分から構成され、
　前記画素値算出部は、
　前記複数の波長成分をもとに生体組織の分光情報を推定する分光情報推定部と、
　前記分光情報をもとに前記特定波長成分の画素値を算出する特定波長成分算出部と、
　を備えることを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１１】
　前記画素値補完部は、前記分類対象領域の周辺の画素値をもとに関数近似を行う関数近
似部を備え、該関数近似部による関数近似結果をもとに前記分類対象領域の画素値を補完
することを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　前記関数近似部は、前記分類対象領域を挟んで対向する少なくとも２つの周辺領域のそ
れぞれから関数近似に用いる少なくとも１つのサンプル画素を選択するサンプル画素選択
部を備え、前記サンプル画素をもとに前記関数近似を行うことを特徴とする請求項１１に
記載の画像処理装置。
【請求項１３】



(3) JP 2012-11137 A5 2013.8.15

　前記画素値補完部は、前記分類対象領域の周辺の画素値をもとにモフォロジ処理を行う
モフォロジ処理部を備え、該モフォロジ処理部によるモフォロジ処理結果をもとに前記分
類対象領域の画素値を補完することを特徴とする請求項８に記載の画像処理装置。
【請求項１４】
　前記モフォロジ処理部は、前記分類対象領域の特徴量をもとにモフォロジ処理の構造要
素を作成する構造要素作成部を備え、該構造要素作成部が作成した構造要素を用いてモフ
ォロジ処理を行うことを特徴とする請求項１３に記載の画像処理装置。
【請求項１５】
　前記領域抽出部は、周辺画素の画素値の平均値より小さい画素値を示す凹領域、および
周辺画素の画素値の平均値より大きい画素値を示す凸領域を前記候補領域として抽出する
凹凸領域抽出部を備えることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項１６】
　前記凹凸領域抽出部は、
　注目画素と、該注目画素を中心として所定の方向に相対する周辺画素間の平均値との差
分値を複数の方向において算出する方向別差分算出部と、
　前記複数の方向における前記差分値の最大値および最小値を算出する最大最小値算出部
と、
　前記差分値の最大値および最小値を閾値処理する閾値処理部と、
　を備え、前記閾値処理部による閾値処理結果をもとに、前記凹領域および前記凸領域を
抽出することを特徴とする請求項１５に記載の画像処理装置。
【請求項１７】
　管腔内を撮像した管腔内画像に画像処理を施す画像処理装置が実行する画像処理方法に
おいて、
　前記管腔内画像の画素値または周辺画素に対する画素値変化の情報をもとに、内部の画
素値が撮像対象の３次元形状に対応していない分類対象領域の候補領域を抽出する領域抽
出工程と、
　前記候補領域の内部、前記候補領域の境界部、または前記候補領域の周辺部の画素値を
もとに、前記候補領域の中から前記分類対象領域を分類する領域分類工程と、
　を含むことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１８】
　コンピュータに、
　管腔内を撮像した管腔内画像の画素値または周辺画素に対する画素値変化の情報をもと
に、内部の画素値が撮像対象の３次元形状に対応していない分類対象領域の候補領域を抽
出する領域抽出手順と、
　前記候補領域の内部、前記候補領域の境界部、または前記候補領域の周辺部の画素値を
もとに、前記候補領域の中から前記分類対象領域を分類する領域分類手順と、
　を実行させることを特徴とする画像処理プログラム。
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